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今回発表の 

事業所や 

サービスの 

紹介 

千住桜花苑は、足立区千住の下町にあるユニット型の特別養護老人ホームです。

特養が１００床、ショートステイが２０床で、１２ユニットとなります。 

併設のサービスは、デイサービス一般３０名・認知症対応型１２名、ケアマネジ

メントセンター、喫茶、隣接には、グループホーム１８床を運営しています。 

法人理念「最高に価値あるものをすべての人に」の下、サービス提供しています。 

 

《１．研究前の状況と課題》 

ご利用者の入院(誤嚥性肺炎・尿路感染な

ど)が続いてしまっていた。重度の肺炎の方な

ども出てしまっている状況であった。 

ご利用者の身体的な状態・バイタルの変化な

どの症状が現れてからの対応となり、入院や

症状の重度化を防ぐ事ができずにいた。 

ご利用者の身体的な状態を早期に把握できて

いない事が問題であると考え、早期に、そし

て総合的に状態を把握できることを課題とし

て考えた。 

 《２．研究の目標と期待する成果・目的》 

ご利用者の状態を総合的に把握して、早期

に対応をする事。それにより、入院者を半減

する事を目標に定める。 

その為に、総合記録シートを一週間ごとにリ

ーダー・係長でチェックを行っていく事とす

る。 

ご利用者の変化に早期に気付き、具体的に対

応をしていく事で、利用者の健康を維持して

いく。それにより、ご利用者の QOL の向上

に努める事ができる事を目指していく。 

 



《３．具体的な取り組みの内容》 

食事・排泄・入浴・バイタルなどを一週間

分記録できる総合記録シートに、介護職だけ

でなく、多職種で記録をしていく。 

全利用者の状態を、ユニット単位でそのユ

ニットリーダーと係長で、一週間ごとに記録

を見直し、状態の変化を確認する事とする(以

後、ダブルチェックとする)。 

意識的な部分だけでは難しい為、勤務表に

ダブルチェックを実施する日時を落とし込み

確実に実施できるようにする。 

変化に対して、その要因を多職種を交えて

検討し、具体的な対策・ケアの変更を実施す

る。 

ダブルチェック後の要因分析・対策の検討

に職員の力量による差異が生じる為、介護に

関する外部研修に参加、また、内部研修を実

施し、ダブルチェックの質の向上を図った。 

 

《４．取り組みの結果と考察》 

上記の取り組みにより、総入院日数が２３

年度２００１日から、２４年度１２８７日と

減らす事ができた。２５年度１３７４日と少

し増えてしまったが、長期の入院を減らす事

ができた。ご利用者の変化に対して早期に対

応ができていると考えている。 

 《５．まとめ、結論》 

総合記録シートのダブルチェックにより、

ご利用者の状態を把握し、早期に対応する事

で健康を維持する事ができるようになった。 

記録は書く事が目的でなく、見直しより良

いケアに繋げることが目的であると実感する

事ができた。 

 

《６．倫理的配慮に関する事項》 

なお、本研究発表を行うにあたり、共同研

究者に対し、口頭で確認をして、総合記録シ

ートの書式やシステムを発表する事の同意を

得た。 

 

《７．参考文献》 

 

《８．提案と発信》 

 特養の入所者は重度化しており、身体的な変

化に対して、早期にきめ細やかな対応が大切と

なってきている。その為には、従来の排泄記録・

バイタル記録・入浴記録などの複数の書式では、

ご利用者の状態を総合的に把握する事が難しい

為、このような総合記録シート、そしてその記

録をケアに活かすシステムが必要である。 

 但し、身体的な安定のみがご利用者の生活の

質を上げる事ではなく、身体的な安定を基本と

して、その上で利用者個別のニーズを叶える事

が、本当の意味でのご利用者の QOL を上げる

事ができると考えている。 
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